
JSME 発電用原子力設備規格 維持規格（2012 年版(2014 年追補までを含む)）（JSME S NA-1-2012/2013/2014）正誤表 
 

2016 年 2 月 
No. ページ番号 規格番号 誤 正 備考 

1 A-4 A-5100 
設計・建設規格 ：日本機械学会 発電用原子

力設備 規格設計・建設規格（JSME S NC1） 

設計・建設規格 ：日本機械学会 発電用原子

力設備規格 設計・建設規格（JSME S NC1） 
 

2012 年版以降 

2 IA-2 IA-2110 

(2) 供 用 期 間 中 に 機 器 を

EB-1130，EC-1120，ED-1120，EE-1120，

EF-1120，EG-1120 および EJG-1130 に従い補

修または取替を行った場合，… 
 

(2) 供 用 期 間 中 に 機 器 を

EB-1130，EC-1500，ED-1500，EE-1120，
EF-1120，EG-1120 および EJG-1130 に従い補

修または取替を行った場合，… 
 

2013 年追補以降 
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3 IB-4 表 IB-2500-2 

 
 

試験の範囲および程度 (5) 

 

 
 

試験の範囲および程度 (6) 

 

2004 年版以降 
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No. ページ番号 規格番号 誤 正 備考 

4 IB-8 表 IB-2500-6 

 

 

 
 

 

 

 

 

2002 年改訂版以

降 

5 IE-3 表 IE-2500-2 
注： 
（7）注 (4)に示す試験程度の… 
 

注： 
（7）注 (5)に示す試験程度の… 

2002 年改訂版以

降 

6 IG-1 IG-2520 (2) 

(2) 表 IG-2500-1 の構成は，次の通りとする。 
 
表番号       試験カテゴリ 試 験 部 位   

表 IG-2500-1 G-B-1 沸騰水型原子炉圧力容器内部の 
構造物・取付け物 

 G-B-2 沸騰水型原子炉圧力容器 の 
炉心支持構造物 

 G-P-1 加圧水型原子炉容器内部の 
構造物・取付け物 

 G-P-2 加圧水型原子炉の 
炉心支持構造物 

 

(2) 表 IG-2500-1 の構成は，次の通りとする。 
 
表番号       試験カテゴリ 試 験 部 位   

表 IG-2500-1 G-B-1 沸騰水型原子炉圧力容器内部の 
構造物・取付け物 

 G-B-2 沸騰水型原子炉 の 
炉心支持構造物 

 G-P-1 加圧水型原子炉容器内部の 
構造物・取付け物 

 G-P-2 加圧水型原子炉の 
炉心支持構造物 

 

2004 年版以降 
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7 IG-2 表 IG-2500-1  
 
G-B-2 沸騰水型原子炉圧力容器 の 

炉心支持構造物 
 

 
 
G-B-2 沸騰水型原子炉 の炉心支持構造物 

2004 年版以降 

8 IJB-2 IJB-2530 

目視試験（MVT-1）で特異な状態を検出した

場合には，その範囲および補修・取替の措置ま

たは評価の必要性等を把握するため，表面試

験，体積試験または IA-2250が規定する他の評

価方法や技術を用いて補足試験を実施しても

よい。 
 

目視試験（MVT-1）で特異な状態を検出した

場合には，その範囲および補修・取替の措置ま

たは評価の必要性等を把握するため，表面試

験，体積試験または IA-2350が規定する他の評

価方法や技術を用いて補足試験を実施しても

よい。 
 

2004 年版以降 

9 添付 
E-8-10 表 添付E-8-4 

(pD/2t)/Smの列 
≦1.80 

 

 
 

(pD/2t)/Smの列 
≧1.80 

 

 

2000 年版以降 

10 添付

E-10-10 
添付E-10 
4.3(2)b. 

 

( ) ( ) cftaMtaMMF ][97.0 4''
3

2''
1

'
11 ++=  

 

 

( ) ( ) cftaMtaMMF ][97.0 4''
3

2''
2

'
11 ++=  2004 年版以降 
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11 添付 
EJG-B-2-2 

添付 
EJG-B-2-1 
3.(4)b.(a) 

き裂進展速度は，材料および環境条件に応じ，

添付E-2に示すき裂進展速度式の上限界を用い

る。なお，中性子照射量が 5×1024n/m2以上の

場合は，鋼種によらず添付 E-2(8)式 に示す通常

炉内水質環境下におけるオーステナイト系ス

テンレス鋼（SUS304）のき裂進展速度式の上

限界を用いる。 
 

き裂進展速度は，材料および環境条件に応じ，

添付E-2に示すき裂進展速度式の上限界を用い

る。なお，中性子照射量が5×1024n/m2以上の場

合は，鋼種によらず添付 E-2(9)式に示す通常炉

内水質環境下におけるオーステナイト系ステ

ンレス鋼（SUS304）のき裂進展速度式の上限

界を用いる。 
 

2008 年版以降 

12 解説 2-1-11 (解説

IA-2524-1） 

格納容器の 3 構造上の劣化（腐食，減肉，塗膜

の劣化，ボルト・ナットの破損等）を 
 

格納容器の構造上の劣化（腐食，減肉，塗膜の

劣化，ボルト・ナットの破損等）を 
 

2012 年版以降 

13 解説 2-1-17 （解説 表 
IB-2500-9-2）  

表 IB-2500-9 試験カテゴリ B-J「管台とセーフ

エンド，配管の耐圧部分の同種金属の溶接継

手」項目番号 B9.11，B.12，B9.31 および B9.110
の試験方法 
 

表 IB-2500-9 試験カテゴリ B-J「管台とセーフ

エンド，配管の耐圧部分の同種金属の溶接継

手」項目番号 B9.11，B9.12，B9.31 および

B9.110 の試験方法 
 

2009 年追補版以

降 

14 解説 2-1-18 (解説 表

IB-2500-10-1) 

 

「設計・建設規格」，「（解説 PVB-2110）クラ

ス 1機器 に使用可能な材料」に記載の具体例に

基づき，… 

 

 

 

「設計・建設規格」，「（解説 PVB-2110）クラ

ス 1容器 に使用可能な材料」に記載の具体例に

基づき，… 

 

 

2010 年追補版以

降 

15 解説 2-1-20 (解説 表

IC-2500-3-1) 

 
「設計・建設規格」，「（解説 PVB-2110）クラ

ス１機器 に使用可能な材料」に 
 

 
「設計・建設規格」，「（解説 PVB-2110）クラ

ス１容器 に使用可能な材料」に 

 

2010 年追補版以

降 
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16 解説 
3-2-245 

整理番号

EJG-B-2-1 
2.の記載 

中性子照射量が 5×1024n/m2以上の場合は，

中性子照射により SCC に対する感受性が表れ

ると考えられることから，鋼種によらず添付

E-2(8)式 に示す通常炉水環境下におけるオー

ステナイト系ステンレス鋼（SUS304）のき裂

進展速度式の上限界を用いる。 

中性子照射量が 5×1024n/m2以上の場合は，

中性子照射により SCC に対する感受性が表れ

ると考えられることから，鋼種によらず添付

E-2(9)式に示す通常炉水環境下におけるオース

テナイト系ステンレス鋼（SUS304）のき裂進

展速度式の上限界を用いる。 
 

2008 年版以降 
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